
No.

・策定した計画に
基づき、施設の維
持管理・更新を実
施
・当面は、維持管
理の内容を踏ま
え、適宜修正を行
いながら、長寿命
化計画の見直しが
必要となった時点
で計画の見直しを
行う

改
革
実
施
概
要

改革の目的、
考えられる効果

・公園施設長寿命化計画を策定し、計画的に公園施設（遊具、建築物、土木構造物など）の修繕・更新を実
施することにより、施設の機能保全及びライフサイクルコストの縮減を図る。

取組の内容
・公園施設（遊具、建築物、土木構造物など）の健全度調査（規準への適合性、健全度、危険度の判定）
・10年間の長寿命化計画策定（ライフサイクルコストの縮減額の算出、修繕・更新年次計画の作成）

取組工程
（具体的な内容）

現状
平成25年度 平成26年度 最終目標／

27年度以降計画 実績 計画 実績

・東区、中央区、秋
葉区、南区、西
区、西蒲区におけ
る計画を策定

・北区、江南区に
おける計画を策定

・北区、江南区に
おける計画を策定

・過年度に実施し
た8区の計画を基
に、全市版の計画
を策定

・過年度に実施し
た8区の計画を基
に、遊具、建築
物、土木構造物な
どの予防保全型管
理施設長寿命化
計画全市版を策定

具体的な改革項目
計画的な維持保全によるインフラ資産（道路・橋梁・公園）の長寿命化、投資平準
化、維持管理効率化、有効活用などを実施し長期的な経費負担の軽減

現状と課題
（これまでの取組）

[公園]
国の公園施設長寿命化計画策定指針（案）に基づき、区毎の公園施設長寿命化計画策定を実施
平成26年度までに全市版の計画策定を完了する予定である

重点改革項目Ⅲ　持続可能な財政運営の確立

大項目 財産経営の推進 64②

中項目
将来に残す公共施設等の長寿命化及び計画的な整備・維持保全による経費の
軽減・平準化

担当課
 財産活用課●
 （土木総務課）
 公園水辺課

予定通り
進捗

予定通り
進捗

予定通り
進捗

予定通り
進捗

B B

下半期
（10～3月）

北区、江南区の計画を策
定

予防保全型管理施設長寿
命化計画全市版を策定

年
度
評
価

（年度終了後に実施） 平成25年度 平成26年度

取組工程、指標に対する評価

・計画とおりに北区、江
南区の計画を策定
・その結果、8区分の計画
の基礎資料が完成し、H26
年度に遊具、建築物、土
木構造物などの予防保全
型管理施設長寿命化計画
全市版の策定が可能と
なった

・予防保全型管理施設長
寿命化計画全市版を策定

課題、今後の方針、改善事項など

・国の指針や長寿命化計画に基づ
く施設更新の交付金制度変更によ
る計画の見直しが必要

・今後、遊具、建築物、土木構造
物以外の事後保全型管理施設長寿
命化計画の策定も必要

進
捗
管
理

（各年度10月、年度終了後に実施） 平成25年度 平成26年度

取組の状況

上半期
（4～9月）

北区、江南区の計画を策
定中

予防保全型管理施設長寿
命化計画全市版を策定

指
標

長寿命化計画の策定区数 6 2 2 8 8 8



B

計
画
期
間
の
評
価

（平成26年度上半期終了後に実施、下半期終了後に最終確定） 総合評価 平成27年度以降

取組工程、指標に対する評価

・H25年度に北区、江南区の計画を策定したことにより、8区分
の計画の基礎資料の作成が完了した
・H26年度は、この資料を基に予防保全型管理施設長寿命化計
画全市版の作成に着手する
・この結果、公園施設の計画的な維持管理が可能となり、安全
安心な公園を今後も市民に提供できるものと考えている

・H26年度に策定
する計画を基に
適切な維持管理
を実施し、適宜
計画修正を行い
ながら、公園の
安全性を向上を
目指すととも
に、事後保全型
管理施設長寿命
化計画の策定に
着手したい

課題、今後の方針、改善事項など

・安全安心を確保しつつ、重点的、効率的な維持管理や更新投資を行っ
ていくため、計画に基づく維持管理、更新を的確に行う仕組みと体制づ
くりの構築が急務であると考えている


